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魚
津
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
表
彰
式
は
、
菊
薫
る
日
月

2
日
制

市
役
所
大
会
議
室
で
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
次
の
十
二
個
人
と
二
団
体
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

で
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

白

q
，bq'ιfL'avuEqL，色
f
p
b
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vu，。
vu'

a
マ
人
命
救
助
功
労

ιspaezEgLEe
・，&SZEe-'ae‘，bqbaqLEJZιSF

米

運

繁

治

(
印
歳
)

新
角
山

Z
o
-
-六昭
和
田
年
4

月
初
日
の
人
命

救
助
行
為
は
市

民
の
模
範
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ

ー ~ι - J t .. ‘tつ
努 唱 4・・・・~ : t:!'tたh aE3i 演ま教 ta圃置缶主司邑 田 t.--t 
市...-:'.経 g古 S
民司・~S:. ~:，田京 g 同宮
三宮 「 西子宮 t 
法a 与，A Ed功;
向館と館り よ歳 宮山宮
上のし fÆ 魚多 ê:::::~ 7]~
に振て議津年一
尽興、会市に
く充図委図わ
さ実書員書た

れ
た
。レし

j
『

4

直
清

(回
歳

吉
島
ニO

永
年
に
わ
た

り
学
校
教
育
の

振
興
に
尽
く
さ

れ
た
。

酒

井

鑑

光

(
日
歳
)

新
金
屋
一l
六
l
三
ニ
永
年
に
わ
た

り
学
校
教
育
の

振
興
に
尽
く
さ

れ
た
。

坂

本

治

夫

(
位
歳
)

滑
川
市
柳
原
四
八九永
年
に
わ
た

り
学
校
教
育
の

振
興
に
尽
く
さ

れ
た
。

山

本

武

雄

(ω歳
)

滑
川
市
追
分
ニ
五九
ニ
永
年
に
わ
た

り
学
校
教
育
の

振
興
に
尽
く
さ

1
た
。
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魚

津サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

t. tく 本さ
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にりを
尽 、お

朝

野

輝

久

(η
歳

持
光
寺
一八
三

多
年
に
わ
た

り
水
産
物
の
販

路
拡
張
に
努
め
、

本
市
水
産
業
の

振
興
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
。

西

坂

稔

(
打
歳
)

上
口
ニ1
一八l
九

一
ーー
判
，

J

2

6

ご
-

多

年

に

わ

た

一ha泊
珂
開

1
j吹

1
り
独
創
的
和
菓

一
可

山

崎

町・
-
一

子
の
開
発
と
、

一
J
-M3'一
j
一一

「

d
開
智
事

Y
E4
且

後

継
者
の
指
導

Z

E

ド

a
育
成
に
努
め
、

本
市
菓
子
製
造
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た。t. t 
t :'!: t 
美 官ジえ f
谷 f生 t
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町寛音防音
千 二 宮道官
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歳 t山宮
'-" tヲ] ~ 永

年
に
わ
た

り
魚
津
市
消
防

団
に
あ
っ
て
、

献
身
そ
の
職
務

に
精
励
さ
れ
、

本
市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進
に
尽

く
さ
れ
た
。

石

川

善

喜

(日
歳
)

石
垣
五
三h
 
永
年
に
わ
た

り
魚
津
市
消
防

-
団
に
あ
っ
て
献
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、
そ
の
職
務

に
精
励
さ
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、
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多
年
に
わ
た

り
児
童
福
祉
並

び
に
母
子
福
祉

の
振
興
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
。

.
更
生
保
護
事
業
功
労

真

下

弥

一

(苅
歳
)

黒
津
四
七
五
h
 
多
年
に
わ
た

り
保
護
司
と
し

て
青
少
年
の
更

‘
正
指
導
に
努
め
、

圃
魚
津
市
の
明
る

い
環
境
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
た
。
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荒
井
学
園
新
川
高
等
学
校

学
校
設
立
以
来
、
交
通
安
全
指
導
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
思
想

の
普
及
と
事
故
防
止
に
尽
く
さ
れ
た
。
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点検は防火のはじまり
しめくくり

匂置冨盟冨2・
[ 秋の全国火災予防運動・lIJ月26日m月2日 | 

冬
期
に
む
か
つ
て
、
ス
ト
ー
ブ
や
ニ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器
具
が
必
要

な
時
期
と
な
り
、
火
災
件
数
も
多
発
時
期
を
む
か
え
ま
す
。
消
防
本
部

で
は
全
市
民
と
と
も
に
火
災
撲
滅
を
め
苦
し
、
次
の
項
目
を
着
眼
点
と

し
て
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

A

守
重
点
目
標
及
び
実
施
事
項

ω身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た
死

傷
防
止
対
策
の
徹
底

ア
身
体
不
自
由
者
、
寝
た
き
り
老
人

及
び
独
居
老
人
家
庭
の
防
火
安
全

指
導
。

イ
福
祉
施
設
及
び
老
人
等
に
対
す
る

菊薫る巴に市民表彰…・…・…….2
秋の全国火災予防運動・...........3

税を知る週間......................・・4

保育園児 -鈎稚園児

入園申し込み…・・・5
保留地の処分にフいて............6

青少年育成市民会議だより-・・・・・ノノ

みんなの年金…・・…・……………ア

あなだの国保-・…・..........・・・・・・・・8

あなだと図書館・....................9

子どもの広場へ集合...........・・・・ノノ

保健だより...........・・・・・・・・・・10-----竹

あしらせ.....................・・・12-----13

目で見るいまむかし・..........・・・・14

避
難
訓
練
な
ど
の
防
火
安
全
指
導
。

ω家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策

の
推
進
。

ア
家
庭
を
対
象
と
し
た
防
火
知
識
の

普
及
の
徹
底
。

イ
家
庭
で
起
き
や
す
い
火
災
の
初
期

消
火
方
法
の
指
導。

ウ
燃
焼
機
器
の
正
し
い
設
置
方
法
及

ぴ
点
検
整
備
の
推
進
。

エ
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
地
域
ぐ
る
み

の
自
主
防
火
組
織
の
育
成
強
化
。

ω防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全
の

確
保
。

ア
避
難
訓
練
の
実
施
及
び
消
防
用
設

備
等
の
点
検
、
報
告
の
徹
底
。

イ
消
防
法
違
反
対
象
物
に
対
す
る
法

的
措
置
の
徹
底
及
び
公
表
制
度
の

推
進
。

ウ
劇
場
、
百
貨
庖
等
に
対
す
る
適
マ

ー
ク
制
度
の
普
及
推
進
。

エ
型
式
承
認
失
効
制
度
の
趣
旨
の
周

知
徹
底
及
び
型
式
承
認
が
失
効
し

た
消
防
用
機
械
器
具
の
取
替
え
の

推
進
。

ω防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進
。

ア
防
炎
物
品
及
び
防
災
製
品
の
普
及

推
進
。

イ
火
災
避
難
用
保
護
具
等
の
普
及
推

進
。

ウ

一
般
家
庭
等
に
対
す
る
消
火
器
、

簡
易
型
火
災
警
報
器
等
、
ガ
ス
漏

れ
警
報
器
、
ヒ
ュ
ー
ズ
コ

ッ
ク
等

の
家
庭
用
防
災
機
器
の
普
及
推
進
。

※

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

市
民
の

箸
火
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
午
後
9
時

の
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
時
報
の
か
わ
り
に
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
ま
た
、
日
月

幻
日
午
後
、
消
防
署
、
消
防
団
の
合
同

訓
練
を
行
う
際
、
消
防
車
両
が
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
な
が
ら
市
内
全
域
を
進
行

し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

絶
対
ヤ
メ
ヨ
ウ
/
-

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

(3) 
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税

E高
自ゑ

品荷

日
(ボ

税
金
は
、
国
や
県
や
市
が
私
た
ち
の

た
め
に
幅
広
い
活
動
を
行
う
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
こ
の
重
要
な
税
金
に

つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
ゃ
使
い
み
ち
な

ど
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

上
で
、
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
年
も
日

月
日
日

ωか
ら
げ
日
附
ま
で
を
「
税
を

知
る
週
間
」
と
し
、
こ
の
期
間
中
『
こ

の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る
』

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
①
税
及
び
財
政

の
現
状
の
説
明

②
納
税
者
に
役
立
つ

身
近
な
税
知
識
の
普
及
③
税
務
相
談

体
制
の
紹
介
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
行

事
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

税
金
ミ
二
教
室

贈
与
と
税
金

〈
贈
与
税
と
は
〉

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
そ
の
も
ら
っ
た
人
に
か

か
る
税
金
で
す
。

贈
与
税
は
相
続
税
の
補
完
税
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
贈
与
税
が
な
い
と

す
る
と
、
す
べ
て
の
財
産
を
生
前
に
贈

与
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
相
続
税
を

免
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

一
、
税
に
関
す
る
資
料
展
示

「
く
ら
し
の
中
の
税
金
」

.
場
所
H
サ
ン
プ
ラ
ザ

・
日
時
H
期
間
中

二
、
街
頭
広
報

・
場
所
H
ユ
ニ
ー

-
サ
ン
プ
ラ
ザ

・
日
時
日
日
日

ユ
ニ
|

ロ
日

サ
ン
プ
ラ
ザ

三
、
村
木
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

.
場
所
日
村
木
小
学
校
1

サ
ン
プ
ラ
ザ
ま
で

・
日
時
H
日
月
ロ
日

ω
1時
初
分
i

四、

書
道
の
展
示
(
小
学
5
年
生
)

・
場
所
H
サ
ン
プ
ラ
ザ

.
日
時
H
期
間
中

に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
財
産
を

相
続
し
た
人
と
の
聞
に
、
税
負
担
の
不

公
平
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
、
生
前
の
贈
与
に
対
し
て

贈
与
税
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

〈
贈
与
税
の
計
算
〉

贈
与
税
は
、
そ
の
年
の
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
、

個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
を
合

計
し
、
そ
の
価
格
か
ら
基
礎
控
除
の
六

十
万
円
を
差
し
引
い
た
残
額
に
税
率
を

か
け
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

一
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
の

価
額
の
合
計
額
が
六
十
万
円
以
下
で
あ

年
末
調
整
の
お
知
ら
せ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
一
年
間
の
税
傾

は
、
年
の
中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変

わ
っ
た
り
、
生
命
保
険
料
控
除
が
、
初

月
の
税
額
計
算
の
と
き
に
差
し
引
か
れ

れ
ば
、
贈
与
悦
は
か
か
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

一
年
間
の
正
規
の
税
額
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
額
を
正
規
の
税
額
に
一
致
さ
せ
る
た

め
に
精
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

精
算
手
続
を
「
年
末
調
弦
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
と
っ
て
は
、
こ
の
年
末
調
控
に
よ
っ

て
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
な
手
続
と
い
え

ま
す
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
年
末
調

援
と
は
こ
の
よ
う
に
大
切
な
手
続
で
す

の
で
、
扶
養
控
除
等
の
申
告
書
{
年
の

中
途
で
扶
養
親
族
の
数
に
異
動
が
あ
り
、

ま
だ
異
動
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

人
)、
保
険
料
控
除
等
の
申
告
書
は
、
年

末
調
捺
の
時
期
ま
で
に
、
必
ず
勤
務
先

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
て
も

〈
配
偶
者
控
除
〉

夫
婦
問
で
居
住
用
不
動
産
な
ど
の
贈

与
が
あ
っ
た
場
合
、
結
婚
し
て
二
十
年

以
上
の
夫
婦
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件

の
す
べ
て
を
満
た
し
た
と
き
に
は
、
基

礎
控
除
の
ほ
か
に
、
最
高
一
千
万
円
ま

で
の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

戸
籍
謄
(
抄
)
本
、
贈
与
財
産
の
登
記
簿

謄
(抄
)
本
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
書

知
を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
親
族
間
の
金
銭
貸
借
〉

税
子
や
夫
婦
な
ど
、
特
別
な
関
係
に

あ
る
人
と
の
間
の
金
銭
の
貸
借
に
は
、

給
与
の
収
入
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る

人
な
ど
は
、
時
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
時
定
申
告
を
す

る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ

て
も
、
雑
煩
控
除
や
医
療
費
控
除
、
今

年
初
め
て
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い
て

は
、
二
年
目
、
三
年
目
は
年
末
調
笠
で

控
除
を
受
け
れ
ま
す
。)
な
ど
は
、
路
定

申
告
を
す
れ
ば
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
務
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
説

明
会
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

会
社
、
事
業
所
等
の
経
理
、
会
計
担
当

の
方
は
、
事
前
に
税
務
署
か
ら
案
内
状

が
来
ま
す
か
ら
、
指
定
の
日
に
必
ず
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
説
明
会

ロ
月
1
日
制
午
前
9
時
初

分
1
正
午
(
個
人
)
、
午
後
1
時
叩
分

1
午
後
3
時
初
分
(
法
人
)

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
農
協
会
館

(4) 

そ
の
返
済
に
つ
い
て
「
あ
る
時
払
い
の

催
促
な
し
」
な
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
形
式
的
に
は

金
銭
貸
借
で
も
実
質
的
に
贈
与
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
贈
与
税
が
か

か
り
ま
す
。

〈
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
〉

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
贈
与
を

受
け
た
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
に
、
贈
与
を
受
け
た
人

の
住
所
地
の
税
務
署
に
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
も
申
告
期

限
と
同
じ
日
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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来
年
4
月
か
ら
の
保
育
園

・
幼
稚
園

入
国
希
望
受
付
を
次
の
要
領
で
行
い
ま

す
の
で
、
手
続
き
も
れ
の
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保

育

園

申
請
書
及
び
詳
し
い
説
明
書
の
用
紙

は
、
各
保
育
園
で
日
月
1
日
か
ら
お
渡

し
し
ま
す
。

。
入
国
で
き
る
基
準

入
園
で
き
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
市
内
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
場
合
で
す
。
従
っ
て
入
所
基
準

に
該
当
し
な
い
方
で
、
就
学
前
の
教
育

や
集
団
生
活
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
幼

稚
園
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
、
子

供
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

②
母
親
が
い
な
い
場
合
。

③
保
護
者
が
病
気
な
ど
の
た
め
、
家

庭
で
子
供
の
世
話
が
で
き
な
い
状
態

に
あ
る
場
合
。

。
定
員
及
び
受
付
日
等

保

育

園

定

員

魚
津
愛
育
園
初
名

道
下
保
育
園

m名

青
島
保
育
園
川
名

経
団
保
育
園
間
名

受
付
日

日
月
比
日
間

口
月
幻
日

ω

日
月
口
日
附

日
月
児
日
幽

住
吉
保
育
園

m名
日
月
幻
日
間

あ
け
ぴ
保
育
園

ω名
日
月
日
日

ω

松
倉
保
育
園

ω名
日
月
日
日

ω

西
布
施
保
育
園
初
名
日
月
比
日
間

野
方
保
育
園

m名
日
月
日
日
制

魚

津

保

育

園

山

名

目

月

日
日
幽

魚
津
第
二
保
育
園
川
名
日
月
刊
日
附

上

口

保

育

園

卯

名

日

月

8
日

ω

川

原

保

育

園

必

名

日

月

8
日

ω

吉
島
保
育
園
間
名

目
月
9
日
附

加

積

保

育

園

初

名

日

月

7
日
間

本
江
保
育
園
卯
名

日
月
7
日
間

マ
受
付
場
所
は
、
希
望
さ
れ
る
保
育
園

で
す
。

マ
各
国
で
の
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

マ
新
し
く
入
園
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
子
供
さ
ん
を
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
各
国
の
受
付
日
に
申
し
込
み
で
き
な

い
方
は
、

日
月
7
日
間
か
ら
日
月
幻
日

ωま
で
の
間
に
市
役
所
社
会
福
祉
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(宮
②
2
2
0
0
内
線
2
2
2
)

幼

稚

園

園
名
及
び
募
集
人
員

。
大
町
幼
稚
園

4
歳
児

80 
名

5
歳
児

若
干
名

4
歳
児

ω名

H

5

歳
児
若
干
名

入
園
願
書
は
、
各
幼
稚
園
、
市
教
育

委
員
会
(学
校
教
育
課
)に
あ
り
ま
す
。

。
願
書
受
付
期
間

日
月
日
日
か
ら
幻
日
ま
で
。

(毎
日
午
前
9
時
i
午
後
5
時
)

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日

は
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

o 
経
団

幼"
稚
園

。
願
書
提
出
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会

(学
校
教
育
課
宮
②
2
2
0
0
内
線
3

0
6
)
 

。
入
園
資
格

市
内
在
住
の
幼
児

4
歳
児

日

年

4
月
2
日
か
ら
日
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

5
歳

児

日

年
4
月
2
日
か
ら

M
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

………………
就
学
…施
機
康
診
断
の
……滋
…剣
…務
総
…………………

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
保
護
者
あ
て
に
ご
案
内
し
ま
す
が
、

通
知
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

教
委
(学
校
教
育
課
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
宮
②
2
2
0
0
内
線
3
0
6
。

。
該
当
者

臼
年
4
月
2
日
か
ら
臼
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
す
。

検
診
日
に
は
、
保
護
者
付
き
添
い
の

う
え
受
検
し
て
く
だ
さ
い。

校

下

検

診

日

大
町
小
口
月
げ
日
同
午
後
1
時

村
木
小
口
月
1
日

ω午
後
1
時
初
分

住
吉
小

口

月

4
日
幽
午
後
1
時

上
中
島
小
口
月
1
日

ω午
後
2
時

松
倉
小
口
月
刊
日

ω午
後
1
時

上
野
方
小
口
月
9
日
附
午
後
1
時

本
江
小
口
月
叩
日
嗣
午
後
1
時

片
員
小
口
月
幻
日

ω午
後
1
時

吉
島
小
口
月
四
日
働
午
後
1
時

道
下
小
口
月
叩
日
同
午
後
1
時

経
団
小
口
月
M
日
間
午
後
1
時

坪
野
小
口
月
日
日

ωイ
伝

1
時
却
分

西
布
施
小
口
月
刊
日
附
午
後
1
時
初
分

。
検
診
の
場
所
は
、
各
小
学
校
で
す
。

秋
の
清
掃
日
を

日
月
日
日
に
設
定

冬
に
備
え
て
の
環
境
整
備
の
た
め
、

市
と
市
保
健
衛
生
協
議
会
が
協
議
の

結
果
、
日
月
日
日
目
を
秋
の
清
掃
日

に
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
目
標
に
、
市
内
全
域
で

清
掃
し
、
環
境
整
備
く
だ
さ
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。特
に
、
小
さ
な
川
や
側
溝
な
ど
を

き
れ
い
に
し
、
流
雪
に
備
え
て
く
だ

さ
い。住
み
よ
い
環
境
は
、
み
ん
な
で
守

り
ま
し
ょ
う
。

他
地
区
の
ゴ
ミ
集
積

場
へ
の
持
ち
込
み
は

慎
し
み
ま
し
ょ
う
グ

最
近
、
各
地
区
か
ら
私
た
ち
の
ゴ

ミ
集
積
へ
、
収
集
日
で
も
な
い
の
に

多
量
の
ゴ
ミ
が
持
ち
込
ま
れ
、
大
変

迷
惑
し
て
い
ま
す
と
の
苦
情
が
相
次

い
で
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
収
積
場
は
、
地
元
の
み
な
さ

ん
が
お
互
に
申
し
合
せ
て
、
他
に
迷

惑
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
、
自
主
的
に
管

理
し
、
清
掃
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

他
地
区
へ
の
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は
、

絶
対
に
慎
し
み
ま
し
ょ
う
。

多
量
に
ゴ
ミ
が
出
た
場
合
、
あ
る

い
は
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
お
困
り
の

時
は
、
市
生
活
環
境
課
清
掃
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

(5) 
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市
で
は
、
昭
和
田
年
度
よ
り
実
施
し
ま
し
た
魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
保
留
地
の
う
ち
次
の
土
地
を
処
分
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
希
望
者
の
申
込
み
を
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
ど
処
分
さ
れ
る
土
地
は
3
区
画
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

制
凶
約
制
坪
で
、
こ
の
処
分
金
は
区
域

O
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
の
公
園
造
成
、
区
画
街
路
の
築
造
な

1
区
画
に
申
込
み
者
が
2
人
以
上
の

ど
の
事
業
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
こ

O
土
地
の
位
置
、
面
積
及
び
価
格
は
別
の
抽
選
人
は
申
込
み
書
に
よ
り
資
格
審

表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
査
の
結
果
、
抽
選
人
指
定
通
知
書
を
送

。

申

し

込

み

期

間

付

い

た

し

ま

す

。

昭
和
田
年
日
月
1
日
か
ら
昭
和
田
年

O
処
分
時
期

日

月

初

日

ま

で

。

処

分

時

期

は

ロ

月

上

旬

に

予

定

し

て

O
申

し

込

み

の

で

き

る

人

い

ま

す

が

、

期

日

決

定

次

第

通

知

し

ま

今
回
の
申
込
み
の
で
き
る
人
は
、
魚

す

。

津
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は

O
そ
の
他

勤
務
地
が
市
内
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
こ
の
保
留
地
に
若
干
の
制
限
事
項
が

申
込
者
が
居
住
地
ま
た
は
、
使
用
地
と
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
詳
細
を
都

市
計
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(宮
内
線
2
7
9
番
)

申
込
み
用
紙
は
都
市
計
画
課
に
あ
り

ま
す
。

保留地処分土地

番処 {立置 面 積
分 価 格
号地 フeロックト 町}' 坪(約)o ・y

1 15-1 197 59 11，314，000円

2 21-13 302 91 16，182，000円

3 34-17 331 100 17，416，000円

(6) 

全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間

日
月

1
日
i
初
日

青
少
年
が
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自

覚
し
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培

い
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
観
点
に
た
っ
て
、
広
く
国
民
の

理
解
と
自
覚
と
参
加
を
促
し
、

青
少
年

育
成
国
民
運
動
の
一
層
の
発
展
と
そ
の

定
着
を
図
る
た
め
、
日
月
を
、

「全
国
青

少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
と
し
て
、

全
国
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

V
月
間
の
重
点
活
動

・
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進

-
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動
の

促
進

-
健
全
な
家
庭
生
活
の
普
及
促
進

・
青
少
年
を
取
り
ま
く
有
害
環
境
の
除

去
V
月
間
の
主
な
事
業

1
青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

・
と
き
日
月
ロ
日
出
日
時
初
分
か

ら
日
時
ま
で
0

・
コ
l
ス
魚
津
市
役
所
(
表
敬
訪
問
)

国
鉄
魚
津
駅
|
サ
ン
ブ
ラ
ザ
ー

中
央
通
り
|
銀
座
通
り
|
新
宿
通

り
|
電
鉄
魚
津
駅

・
内

容

風

船

、

チ

ラ

シ
な
ど
を
配

布
し
て
街
頭
宣
伝
を
行
う
。

2
座
談
会

-
と
き
日
月
ロ
目
的
日
時
却
分
か

ら
げ
時
初
分
ま
で
。

・
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

.
テ
ー
マ

「青
少
年
を
と
り
ま
く
有
害
環
境
の
除
去
」

3
親
子
歩
こ
う
会
(
雨
天
の
場
合
中
止
)

・
と

き

日

月

日

日

回
目
時
初
分
か

ら
時
時
初
分
ま
で

・
コ
l
ス
埋
没
林
館
l
諏
訪
神
社
|

大
町
公
民
館
|
補
助
港
l
ミ
ラ
ー

ジ
ュ
ラ
ン
ド
|
早
月
川
往
復

4
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

富
山
県
大
会

・
と

き

日

月

鈎

日

ω日
時
初
分
か

ら
は
山
時

ω分
ま
で

・
と
こ
ろ

富
山
県
民
会
館

・
内
容
*
優
良
青
少
年
団
体
等
の
表
彰

*
「家
庭
の
日
」
に
関
す
る
図
面

・

ポ
ス
タ
ー

-
作
文
入
賞
者
の
表
彰

*
意
見
発
表
青
少
年
健
全
育
成

の
体
験
を
も
と
に
し
た
発
表

*
記
念
講
演
「
現
代
家
庭
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

講

師

元

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

青
木
一
雄
氏
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川

VEdυuマ
シ
@
向
民
間
ω凸
也
君
薗
A
W
⑫

向
中
合
出
包
容
弱
。
鴎
偽
電
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
鼠
様
(
専
業
主
婦
)

は
、
国
民
年
会
且
に
加
入
す
る
か
、
し
な

い
か
は
自
由
に
選
択
で
さ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ご
主
人
が
年
金
に
加
入

し
て
い
れ
ば
、
奥
様
の
老
後
は
ご
主
人

の
年
金
で
保
障
さ
れ
る
た
て
ま
え
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、長
い
一
生
の
あ
い
だ
に
は
、

予
期
し
な
い
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
奥

様
が
、
不
幸
に
も
病
気
や
け
が
で
身
体

に
障
害
が
残
っ
た
り
、
ご
主
人
と
離
婚

す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
と
き
、

奥
様
が
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
、
加

入
し
て
い
な
い
か
で
大
き
な
差
が
で
て

き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
病
気

・
け
が
や
離
婚
と

い
っ
た
こ
と
は
特
殊
な
事
例
で
、
一
般

に
は
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
後
を
む
か
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
も
、

ご
主
人
の
年
金
だ
け
で
な
く
、
奥
様
自

身
が
自
分
の
年
金
を
も
つ
こ
と
は
、
豊

か
な
老
後
を
送
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
円

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。国

民
年
金
と

個

人

年

金

国
民
年
金
は
、
国
が
保
険
者
と
な
っ

て
運
営

・
管
理
し
て
い
る
公
的
な
年
金

制
度
で
、
事
務
費
も
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
受
け
と
る
年
金
の
%
を

国
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
さ
ら
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
と
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、

一
生
安
定
し
た
年

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。一
方
、
み
な
さ
ん
が
保
険
会
社
や
銀

行

・
郵
便
局
な
ど
と
契
約
し
て
加
入
す

る
個
人
年
金
は
、
私
的
年
金
と
い
っ
て
、

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年

〈国民年金〉

国
民
年
金

か
け
て
安
心

金
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
年
金
で
す
。

個
人
年
金
(
私
的
年
金
)
は
、
年
金
を

支
払
う
た
め
の
資
金
を
事
前
に
積
立
て

ま
す
の
で
、
長
い
間
に
物
価
が
上
っ
て

約
束
さ
れ
た
年
金
額
が
目
減
り
し
て
も
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
で
目
減
り
分
を
埋
め
合

わ
せ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

個
人
年
金
(
私
的
年
金
)
は
、

「
積
立

て
た
も
の
を
年
金
と
し
て
受
け
と
る
」

貯
蓄
の
一
種
で
す
。

個
人
の
貯
蓄
に
公
的
な
年
金
の
肩
代

り
を
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

国
民
年
金
に
加
入
し
た
人
に
余
裕
が
あ

れ
ば
、
個
人
年
金
に
も
加
入
し
て
、
よ

り
豊
か
な
老
後
を
め
ざ
す
こ
と
も
意
義

あ
る
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

〈個人年金

富
山
県
国
民
年
金
大
会

第
お
回
富
山
県
国
民
年
金
大
会
は
、

日
月
加
日
、

富
山
市
の
富
山
県
農
協
会

館
ホ
l
ル
で
聞
か
れ
、
国
民
年
金
事
業

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
及
び
民
間

地
区
組
織
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
市
か
ら
次
の
個
人
が
受
賞
し
ま
し

た-
知
事
表
彰

・
元
町
区
国
民
年
金
委
員
石
崎
七
郎

・
餌
指
区
国
民
年
金
委
員
佐
賀
枝
ミ
ヨ
シ

@
富
山
県
国
民
年
金
委
員
協
議
会
連
合

会
長
表
彰

・
釈
迦
堂
区
国
民
年
金
委
員

大
島

信
夫

・
石
垣
区
国
民
年
金
委
員
石
崎
た
み
子

/〈
4
・
岡
弘
、
/
号

炉
G
r
R
-
z
y

国
民
年
金
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は

i
円

台

@

ヲ

-
2
0
0

魚
津
対
本
語
霞
事
務
所
宮
@
4
1
4
9
4

富
山
県
国
民
年
卒
事
訴

合

(
Q
/
6
4
)ぬ
妥
只
母
/

岱

(
0
7
6
4
)ぬ
妥

2
5

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

(7) 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
栄
養
知
識
、
一
口
医
学
、
た
ぱ
ニ
と
健
康

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か

で
は
合
成
で
き
な
い
、
不
足
す
る
と
欠

乏
症
を
起
こ
す
、
必
要
量
は
ご
く
徴
量

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン

C

の
所
要
量
に
し
て
も
大
人
で

ω
時
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン

C
の
働
き
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
の
は
、
細
胞
と
細
胞
を
く

っ
つ
け
る
セ
メ
ン
ト
役
の
よ
う
な
働
き

を
し
て
い
る
コ
ラ
l
ゲ
ン
と
い
う
た
ん

白
質
の
生
成
に
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン

C
が
不
足
す
る
と
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
生
成
が
う
ま
く
い
か
ず
、
血
管

壁
の
細
胞
の
結
合
が
ゆ
る
ん
で
血
管
や

ビ
効タ
ノはミ

ミ、何;〉
写故と

ビ
タ
ミ
ン
C
と
い
う
と
、
不
足
す
る

と
歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
る
か
い
血
病
が

す
ぐ
に
頭
に
浮
ん
で
来
ま
す
が
、
最
近

こ
の
ビ
タ
ミ
ン

C
の
効
用
が
別
な
角
度

か
ら
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
ビ
タ
ミ
ン
と
は
、
体
の
中

関
節
が
弱
く
な
り
、
体
の
い
ろ
い
ろ
な

所
で
出
血
が
起
こ
っ
た
り
、
関
節
が
は

れ
て
痛
ん
だ
り
し
ま
す
。
そ
の
例
が
か

い
血
病
で
す
。

か
い
血
病
の
予
防
に
は
、
毎
日

ω略

も
と
れ
ば
十
分
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
の
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士

が
一
九
七

O
年
に
出
版
し
た
「
ビ
タ
ミ

ン
C
と
か
ぜ
」
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

り
、
大
量
の
ビ
タ
ミ
ン

C
が
か
ぜ
に
効

く
と
い
う
こ
と
で
世
界
の
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

ま
た
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所

の
「
ガ
ン
予
防
の
た
め
の
十
二
ヵ
条
」

の
中
に
も
食
品
中
の
発
ガ
ン
物
質
を
抑

制
す
る
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン

C
は
有
用
で

あ
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
ビ
タ
ミ
ン

C
を
沢
山

と
っ
て
い
る
人
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

は
低
い
と
い
っ
た
疫
学
調
査
成
績
、
ま

た
最
近
若
い
女
性
の
貧
血
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
は
、

鉄
を
十
分
と
る
と
同
時
に
ビ
タ
ミ
ン

C

を
と
ら
な
い
と
鉄
が
吸
収
さ
れ
な
い
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
ス
ト
レ
ス
の
予
防
と
か
、
い
ろ
い
ろ

と
効
用
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
良
い
か
ら

と
い
っ
て
薬
剤
で
と
る
こ
と
は

一
般
的

で
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
毎
食
の
食
事

を
通
し
て
野
菜
、
果
物
、
い
も
類
か
ら

ビ
タ
ミ
ン
C
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

特
に
野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン

C
だ
け
で
な

く
、
他
の
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
価
値
も
見
逃
が
せ
ま
せ
ん
。

広
司
瞳
憎
い

か
っ
け
に
注
意

か
っ
け
は
ビ
タ
ミ
ン
nm
の
欠
乏
か

ら
起
こ
る
病
気
で
す
。
人
体
で
炭
水

化
物
が
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
ビ
タ

ミ
ン

nm
が
必
要
な
た
め
、
米
を
主
食

と
す
る
国
で
は
か
つ
け
が
多
く
、
日

本
で
も
明
治
時
代
に
は
、
国
民
の
約

叩
%
が
か
っ
け
で
し
た
。
近
年
食
生

活
が
豊
か
に
な
り
、
か
っ
け
は
な
く

な
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、
こ

こ
数
年
、
若
い
人
に
か
っ
け
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
、全
身
の
だ
る
さ
、

た
ぱ
之
と
健
康

吸
う
本
数
に
関
係
が
あ
る
か

。 。
で本れと性以いは以 高な間
も以るにが上人、上ー く りが喫
吸下が注あのの吸吸日な易長煙
わの、目る危 10わう 50つくい本
な人 9 さこ険倍な人本て 、ほ数

く 死どが
る亡肺多
。率がい
もんほ
亦、ど
明そ
らの喫
か他煙
にに期

1日喫煙本数別腕がん

標準化死亡率

計画調査(196ト 1975)
19 6.~ 

足
の
重
い
感
じ
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
指

先
や
足
の
し
び
れ
、
息
切
れ
な
ど
。
そ

の
た
め
心
臓
病
や
肝
臓
病
と
ま
ち
が

わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
と
し
て
は
、
偏
食
に
な
ら
な

い
ご
と
が
何
よ
り
。

一
人
暮
ら
し
の

人
は
つ
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
頼

り
、
甘
い
飲
み
も
の
を
多
く
と
り
が

ち
で
す
か
ら
注
意
す
る
こ
と
。
ビ
タ

ミ
ン
n
引
が
特
効
薬
で
す
。
し
か
し
、

腸
内
に
nm
を
分
解
す
る
細
菌
(
ア
ノ

イ
リ
ナ
|
ゼ
菌
)
を
保
有
し
て
い
る

人
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
ア
ノ

イ
リ
ナ
|
ゼ
菌
に
分
解
さ
れ
な
い
型

の
nm
を
服
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
師
に
相
談
を
。

(8) 

い
人
の
二
倍
以
上
の
危
険
性
の
あ
る

こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
当
は
、
た
ば
こ
を
少
し
減
ら
し

た
く
ら
い
で
は
気
安
め
に
す
ぎ
な
い
。

も
っ
と
恐
ろ
し
い
関
連
性
は
、
喉
頭

が
ん
と
の
聞
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、

一
日
初
本
以
上
吸
う
と
非
喫
煙
者
の

場
合
よ
り
実
に
ぬ
倍
も
喉
頭
が
ん
に

な
る
危
険
性
が
高
く
な
る
。

田
本
以
上

1219 

zss??? 
安ど以 1424 49 
煙き下本本本

1日喫煙本数

82.9 

m
印

刷

ω
m
m
m
m
ω
m
o

肺
が
ん
標
想
化
死
亡
率
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〈
一

般

書
〉

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
疲
労

大
川
日
出
夫

駅
か
ら
登
れ
る
山

国
鉄
山
岳
連
盟

母
親
七
つ
の
大
罪

人
間
科
学
研
究
会

歌
謡
曲
の
歌
い
方
・
聞
き
方
・
楽
し
み
方

宮

川

泰

心
豊
か
に
す
る
一
日
一
訓

鈴

木

健

二

親
が
知
ら
な
い
娘
の
本

羽

仁

未

央

A
N
O
A
N
O
ア
ノ
ア
ノ

I

・H

下
森
真
澄
他

全
国
ハ

l
ド
ド
ラ
イ
ブ
コ
!
ス
川

安
田
錬
太
郎

折
々
の
記

松
下
幸
之
助

や
り
に
く
い
相
手
と
う
ま
く
や
る
法

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
/

日
月
の
お
知
ら
せ

7
日
側
お
は
な
し

幻
自
伺
え
い
が

・
パ
ン
ダ
の
ふ
る
さ
と

.
偉
人
物
語
エ
ジ
ソ
ン

3
じ
叩
ぷ
ん
か
ら
、
4
じ
ま
で

と
し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
ひ
ら

き
ま
す
。

-
川
柳
教
室

食

と

き

日

月

8
日

ω

A
X

課

題

「治
る
」「
雑
詠
」

愛
と
祈
り
を

食
講
師
木
村
喜
見
城
先
生

波

う

つ

土

地

・

古

典

に

親

し

む

会

大
き
な
活
字
の
本

台

と

き

日

月

刊

日

肘

お

年

寄

や

弱

視

の

方

の

た

め

に

、

大

会

講

師

飛

世

麗
子
先
生

活
字
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

カ

時

間

い

ず

れ

も

7
子

ど

も

の

広

場

/

〔

み

ん

な

で

遊

ぽ

う

・

伝

承

あ

そ

び

〕

引
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

-
Jコ
ソ
川

6
日
初
日
同
4
時

i

〔
ヒ
テ
オ
劇
場
〕
幻
日
制
1
時

1

一

ヘ

集

合

汐

古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
遊
び
を

「
銀
河
鉄
道
則
」

み
ん
な
で
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
将
棋
大
会
〕

幻
日
間
3
時

1

二

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー
一

〔
映
画
会
〕
日
日
制
叩
時
初
分

1

参
加
申
し
込
み
は
泊
日
ま
で
。

一

宮
⑫

2
4
0
2

「
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
」

『
|
イ

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1」

一蹴
臼
一
ク
ラ
ブ

・
教

室

一

時

間

一
吋

-

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
児

童

に

健

全

「

交

通

安

全

だ

よ

ド

ラ

え

も

ん

」

下

十

l
l
lぃ
ト
オ
ぃ

1
ー

ド
ム
一

一
〈
一
幼
児
ク
ラ
ブ
一

ω
時
ω
け
い
0

ト
一…

な
遊
び
を
与
え
て
、
そ
の
健
康
を
増

〔
け
ん
玉
検
定
〕
日
日
制
1
時

1

一
火
一
“
妥
ク
ラ
フ
一

]

!
正
時
鈎
分

一一

一

一
卓
球
ク
ラ
ブ
一
3
時
1

5
時

一一

一
進
し
、
情
操
を
豊

か

に

す

る

こ

と

を

叩

級

か

ら

1
級
ま
で
。
け

ん

玉

の

ア

十

ト

ぃ

l
lー
ア
ぃ
ー
ー
い
l
上

一

一

一
一
輪
車
ク
ラ
ブ
一
3
時
1

5
時

一中

↑
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

腕
を
た
め
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
水
一
寸

m了
一」げ!?一
3
恥
叩
分
什
5
時
一一

一

一
ト
ボ
|
ル
教
室
一
.
‘
8

3
づ
!
日

一戸

'

|

|

け
月
の
お
知
ら
せ

|

|

〔
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
〕
日
日
岡
2
時
l

ア
十

十

1
い
よ
lリ
ー
ー
ー
ム

一

一
由
民
一
ち
び
っ
こ
ゲ
l
ト

一4
時
お
分
l

一
叩

〔
マ
ン
ガ
を
か
こ
う
〕
6
日
制
l
時

i

み
ん
な
で
作
っ
て
楽
し
く
飛
ば
そ

一
ォ
一
ポ
|
ル
ク
ラ
ブ

一

5

時
ぬ
分

一
一

一

マ
ン
ガ
や
イ
ラ
ス
ト
、
な
ん
で
う
。
対
象
は

3
年
生
以
上
。
費
用
ま

一
金
一
内
《
げ
円
げ
一
け
同
川
一
日
目
》
寺

一
一

ー

一
五
一
将
棋
教
室
一
3
時
初
分
1

5
時
一
一

も
か
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

無

料

。

ナ

イ

フ

持

参
。
参
加
申
し
込

「J
斗
川
川
川
J

川
」
削
引
1
J
h

一
土
一
体
操
ク
ラ
ブ
一
3

時
ωけ
ん

Tω
分
一
…

〔
ぬ
り
絵
会
〕

6
日
・
初
日
間
2
時

1

み
は
叩
日
ま
で
。

ア
ー
ア

l
i
l
-
-十
l
l
l
hい
い
よ
一

ふ

ク

レ

ヨ

ン

を

持

参

し

て

く
だ
さ

〔
マ
イ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
〕
初

日

目

時

i

巨
匝
同
じ
け
同
L
…

マ
イ
コ
ン
に
さ
わ
っ
て
、
機
械
を

〈
休
館
日
〉
毎
週
月
曜
日
・
祝
日

…

や

i
i
i
i
;
j
i
-
-
3
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
i
l
l
i
i
i
i
i
j
i
f
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
L

折

橋

徹

彦

嫁
姑
の
の
し
り
円
満
術

宮
城
千
賀
子

未
来
お
も
し
ろ
デ
ー
タ
バ
ン
ク

現
代
情
報
科
学
研
究
所

果
実
酒
手
作
り
ノ

l
ト

婦
人
生
活
社

〈
文
学

・
小
説〉

赤
い
飛
行
船

中

島

梓

気
ま
ぐ
れ
エ
ト
セ
ト
ラ

星

新

一

空
気
へ
の
手
紙

今

道

友

信

日
当
り
の
椅
子

佐

藤

愛

子

天
下
茶
屋
の
政
子
ち
ゃ
ん
大

屋

政

子

復
讐
は
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
浮
か
ぶ

赤

川

次

郎

瀬
戸
内
寂
聴

富
岡
多
恵
子

小
さ
な
字
が
読
み
づ
ら
い
方
も
、
ど

う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
図
書
館
は
あ
な
た
の
書
斉
で
す
企

新
し
い
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ
が
た
く

さ
ん
入
り
ま
し
た
。

身
体
の
不
自
由
な
方
と
、
日
歳
以
上

の
方
に
貸
出
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
3
巻
2
週
間
で
す
。

講
座
開
催
の
ご
案
内

午
後
l
時
初
分
i

4
時

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

叩
月
の
川
柳
教
室
か
ら

新
米
と
か
郷
の
香
り
が
今
届
く

辻
本
て
い
風

混
浴
へ
女
は
数
で
強
く
な
り
浜
田

市J

魚津古 金と 」

半町 主 ご付寄

魚
津
市
連
合
青
年
団

三
十
年
史
発
刊

京
子

こ
の
ほ
ど
、

「魚
津
市
連
合
青
年
団

三
十
年
史
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
三
十
年
史
は
、
魚
津
市
連
合
青
年
団

と
魚
津
市
愛
青
会
が
発
行
し
た
も
の
で

A

5
判
の
規
格
で
四
百
六
十
頁
に
わ
た

り
、
三
十
年
の
歳
月
の
汗
と
涙
の
貴
重

な
体
験
や
す
ば
ら
し
い
団
体
活
動
の
成

果
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て

青
年
団
の
た
ど
っ
た
足
ど
り
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
は
極
め
て

大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三

十
年
史
は
、
現
在
の
青
年
団
の
姿
を
過

去
に
照
し
て
比
較
検
討
す
る
た
め
に
も

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
参
考
資

料
で
あ
り
ま
す
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
社
会
情
勢

の
中
で
、
少
し
で
も
貴
重
な
資
料
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
記
念
誌
が
立
派
に

発
刊
さ
れ
た
も
の
で
す
。

(9) 
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日
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは ft22-2200 (内線231) 

i日12JI習|習|日 I~ I ~ 日
(日)I (円)I附 I(円)I (日)I (日)I附
羽|丘魚li:i浦|人鈴I11阿|医沢|河
田|病津I~，\: 田|科木|屋|院ロ|内
医|院緑I'C;病| 産|医| 外|病
院|ヶ|院l 婦|院|科|院

下
村
木

包

@
3
2
1
0

本

江宮

@
1
7
5
7

友

道官
②

0
4
9
0

双
葉
町

宮

@
8
8
2
0

本

江宮

@
5
0
5
4

大
光
寺

宮

@
1
5
7
8

新
金
屋

宮

@
0
6
4
2

黒
部
市
三
島
町

宮

@
0
4
4
9

黒
部
市
三
日
市

宮

@
0
2
1
0

黒
部
市
生
地
経
新

宮

@
8
0
1
9

朝
日
町
荒
川

宮

@
2
2
5
6

入
善
町
上
野
八
怖

宮
⑪
0
2
3
1

入
善
町
入
膳

宮

@
0
1
5
8

入
善
町
入
膳

宮

@
0
0
2
3

健
康
づ
く
り
は
食
卓
の

見
直
し
か
ら

日
月

一4
一
吉
見
歯
科

3
日

-
b
一
医
院

今
月
の
標
語

※診療時間は、いずれも午
前9時から午後5時まで。

内 壬円恒量・ 対 象 と き と ー ろ イ蒲 考} 

3か月児健診 3か月児
11月10日(水) 13:00-14:00 

11月24日(木) 13: 00-14: 00 

8か月児健診 8か月児
11月4日倒 9:00-10:00 

12月 2日掛 9:00-10:00 

1歳 6か月児健診 57年4月生まれの幼児 11月25日幽 13: 00-14 :00 
魚津保健所

3歳児健診
55.10.16-10.31生まれの幼児 11月 2日ヤド) 13: 00-14: 00 

55.11.1-11.15生まれの幼児 11月16日(村 13: 00-14 :00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 11月18日倒 9 :30-16:00 ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・・・・・・一一惨 参母親学だ級は、昼食をご持く さし、。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 11月25日倒 9:00-12:00 ...ーーー・・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーー今予約制

心の健康相談 一般市民 11月15日(火) 13: 30-15 :00 ー・ーーー・・・・ー・・・ーーーーーーーーーーーーーー今老人ボケの相談も受けます。

健; 康 相 談 一 般市民 11月17日(本) 13: 00-15 :00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察

毎週月曜日 10 : 00 -1 1: 30 道下公民館
-体操の出来る服装の用

健 康 体 操 毎週火H提日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館

と 一 般市民 毎週木 H1'~日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館
意をして来てください。

-日を定めて健康相談を

健 康 相 談 毎週月 ・ 9: 30-11 :00 経団公民館
しています。

木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

イ建 康 相 談 老 人 11月 8日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 ;ff 

機能訓練 脳卒中後遺症のある人
11月10日(木) 10:00-15:00 百 楽 荘 医師の診察は13:30-15:00(108) 

くリハビリテーション〉 11月17日(本) 10:00-15:00 百 楽 羽2 理学療法士の訓練は午前中のみ。

11月 2日(水) 9:00-10:00 上野方公民館
39歳まで 1，550円

胃がん検診 一 般市民
11月16日(水) 9:00-10:00 片貝公民館

料金 40-69歳
11月24日(木) 9 :00-10:00 加制公民館

500円

11月25日樹 9:00-10:00 加納公民館
70歳以上 無料

11月 8日(刈 13 :00-14: 00 上野方公民館
29歳まで 1，400円

子宮がん検診 一般市民
11月11日働 13 :00-14: 00 片貝公民館

料金 30-69歳
11月21日(月) 13 :00-14: 00 加相公民館

400円

11月24日(木) 13 :00-14: 00 加梢公民館
70歳以上 無料

乳がん検診 一 般市民
11月21日(月) 13 : 00 -14 : 00 加桜公民館

料金一一一一一1，100円
11月24日休) 13 :00-14: 00 加積公民館

。検診希望者は実施日10日前まで、市 ・生活環境課へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

成人病教室 高血圧の人
11月 2日(水) 9 :00-12: 00 魚津保健所 受付時間 9: 00-9: 30 
12月 7日制 9 :00-12: 00 魚津保健所 無料

体力づくり教室 一般市民 11月18日幽 9:30-14:30 大町公民館

保健栄養学級 一般市民 11月8日(刈 13 : 00 -15 : 00 黒沢公民館

11月29日(刈 10 : 30 -12 : 00 有山公民館

キッチンカー 一般市民
11月29日(刈 13: 30-15 :00 大海寺野公民館

11月30日(水) 10: 30-12:00 奥東城公民館

11月30日(水) 13: 30-15 :00 山女青少年の家

11月14日(月) 13: 00 -15: 00 上野方公民館
-保健婦による健康相談

健 康 相 書昆火火 一般市民 11月17日(木) 13 :00-15: 00 道下公民館

11月22日(刈 13: 00-15 :00 経団公民館
-試食あり

。。

だよりω周〉
符12JI官|習!日 I~ 

医師|医師1711震i
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内 t円相f 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
11月30日ヤド) 13 : 00 -15 : 00 天神公民館

12月 5日(月) 13 : 00 -15 : 00 上中島公民館 保健婦による健康相談

12月 6日(刈 13 : 00 -15 : 00 大 町 公民館 試食あり

12月12日(月) 13 : 00 -15 : 00 加積公民館

健 康 相 談 一般市民
11月28日(月) 10 : 00 -15 : 00 村木公民館

11月29日(刈 10 : 00 -15 : 00 下中島公民館 -医師による健康相談

12月 1日附 10: 00-15: 00 西布施公民館 -畳食ゴハンのみ持参

12月 6日(火) 10: 00-15: 00 本江公民館 < 1.ごさし、。

12月 7日休) 10: 00-15: 00 片貝公民館 -試食あり

12月 9日幽 10 : 00 -15 : 00 松倉公民館

-第 l期 3回接種 13 : 00 -14 : 00 市民会館 -体棋は自宅で計って

9月1日現在、2歳児 該当 地区 きてくださし、。

で、9月に1回-2回
-母子健康手帳 ・印か

大町 ・村木 ・住吉 ・ んを持参ください。

予 百日せき
接種ずみの幼児。

11月21日(月) 上中島 ・上野方 ・本
※接種できない幼児

-第 2期=1回のみ I発熱または心臓、じ

接種
江 ん臓、肝臓疾患など

のために治療してい

防 ジフテリア 第 1期lを2回-3回 る幼児。

接穐終了児で最終 松倉 ・片 t=t.加積 ・ 2.岐純前 1年以内にけ

接樋日後 l年を経 11月22日(火) 道下 ・続回 ・天神 ・
いれんの症状を起し

破 傷 風 たことのある幼児

接
過している 3歳児。 西布施 3過去において、この

(三種混合) 予防接柿により刷反
!芯を起したことのあ

受けなか った全地区 る幼児。

種
11月30日ヤド) 4その他、按純を行う

の方 ことが不適当と認め
られた幼児は接関で

麻しん接種券は、 1歳 6か月児健診会場にて発
きませんので、注意

麻 し ん 18か月 -36か月児 してく fごさい。
行します。

魚
津
地
域
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
監

督
者
訓
練
養
成
コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
訓
練
の
内
容
等
に

つ
い
て
は
別
記
の
と
お
り
で
す
が
、
希

望
者
は
次
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
方
法

先
づ
電
話
で
ご
連
絡

後
で
申
請
書
提
出

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

合

(M
1
9
5
7
9
)

一人
に
つ
き
四
、
0
0
0円

マ
受
講
料

実施回

1回当り 学科 畳

訓練コース 司11 練 内
町廿、.

定数時間 日
訓練期間

数 員数 実技 夜

正雌に、安全に、良心的
同人 H H 

58.11.14 
仕事の教え方 にる仕技事能をするように教え l 10 10 5 学科 昼

58.11.18 

作業内容をこまかく分け 58.11. 22 
改善の仕方

て研究し、ムダな部分を 1 10 10 5 学科 畳
省いたり、具合よく順序
をきめ改善してし、く技能 58.11. 30 

人と人と の関係を円滑に 58.12. 1 
人の扱い方 し、従業員に協力しでも l 10 10 5 学科 畳

らうための人を扱う技能 58.12. 7 

施設及び人間環境を改善 59.3.19 
安全作業のやり方

することにより、安全で
10 10 5 学科 畳働きやすい職場を作る技

有色 59. 3 .23 

ゲ
い
き
い
き
富
山
v

観
発
研
修
山
口
ス
教
室

富
山
県
で
は
、
県
内
の
観
光
事
業
に

従
事
す
る
皆
さ
ん
に
本
県
の
代
表
的
な

観
光
地
、
施
設
等
の
現
地
研
修
を
通
じ

て
観
光
に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
観
光
客
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す

る
目
的
で
行
い
ま
す
。

マ
対

象

県
内
の
観
光
事
業
に
従
事
す
る
方

マ
見
学
施
設
等

ω県
内
の
代
表
的
な
観
光
地
及
び
観

光
施
設
、

ωと
や
ま
の
味
処

(
試
食
)

マ
実
施
期
日
及
び
コ
、
ー
ス

・
日
月

9
日
附
越
中
万
葉
ふ
る
さ
と

コ
ー
ス

・
日
月
日
日
附
と
や
ま
歴
史
散
歩
コ

ー
ス

・
日
月

μ
日
制
伝
統
工
芸
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ス

マ
参
加
費

参
加
費
は
無
料
で
す
。
な
お
、
参
加

者
全
員
に
記
念
写
真
を
配
布
し
ま
す
。

マ
募
集
人
員

各
国
と
も
先
着
印
名

マ
申
し
込
み
方
法

往
復
葉
書
に
第
一
希
望
、
第
二
希
望

期
日
及
び
コ
ー
ス
名
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
(
勤

務
先
等
)
を
記
入
の
う
え
(
各
実
施
日

の
7
日
前
ま
で
必
着
)

干
側
富
山
市
新
総
曲
輪
1
番

7
号

富
山
県
商
工
労
働
部
観
光
物
産
課

又
は
富
山
県
観
光
連
盟
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

宮
0
7
6
4
③
4
1
1
1

、、‘，a''1
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-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

行和L 第3 
奏会曲 第11蛇取奏車部 工魚樟

会お申ぎう 劫手大谷圃佐

び 雌角団笛IJ第お
会 剣川龍舞大j 詩W掩今 2第3 

ンノ 二 お
1lli わりJ'ai38や サに台は

世の界 柳小回 期定固 業高 」 とうゆ 例会聞劇場こ
t炎 神風回L 

ト| よる のピなし 物

コアと
名

I PM 27 I PM I PM 20 30 AM 13 I PM 12 I AM 6 30 PM 5 と

1 12寺( 日日) H4 寺 I11寺( 口日) 分 li9寺 日 l時6u日j H1寺0(F日1) 
分 2 日

I 1I¥'f(Il} 11寺(:I:) き

五O。円下桂高生以 三日て円 -韓 ニ6 ~γ生 O四 理盤券 無
受付員 新会当日 会員制

釦f. 告瑛 入

場
。円 )。円 *'十 一本十 不十 事i十

言童:1， 
E奏楽部吹 学桂両等 魚樟工業 回 S柑大谷~J 

Jゃう

部時魚i支掌 神詩凪2焼 村称子美元
主

こお
11ii σ3 

劇;場づお
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-
第
叩
回
富
山
県
総
合
養
鯉

品
評
会
の
開
催
に
つ
い
て

こ
の
品
評
会
に
は
、
富
山
県
下
の
錦

鯉
、
紅
白
、
三
色
、
昭
和
三
色
、
光
り

も
の
や
黒
鯉
等
、
優
良
な
鯉
が
多
数
出

品
さ
れ
ま
す
。

魚 11
津月
71< 12 
族日
館 仕)
前 1
13 
日
(日)

-
安
く
、
新
鮮
な

J
箇
…
。
即
売
し
ま
す

魚
津
魚
商
協
同
組
合
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
魚
を
お

美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
お
う
と
「
調
理

の
仕
方
」
「
保
存
の
方
法
」
に
つ
い
て
の

実
演
を
行
い
、
併
せ
て
日
頃
の
ご
愛
顧

に
お
こ
た
え
す
る
た
め
、
次
に
よ
り
魚

の
即
売
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
安
い
価
格
で
新
鮮
な
魚
を
沢
山

準
備
し
て
皆
さ
ん
の
お
出
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

マ
日
時

日
月
6
日
制
午
前
8
時
ぬ
分
よ
り

く求人情報〉

番整理号 募集職種 年齢 性別 t~ 金 校 下 人員 資そ格の経験他

経理職員 25-35 男 13-15高 本江 l ~:I被付
2 資材係 18-35 男 9 -15 吉島 l 業季以上
3 配(営業送) 20-40 男 13 古島 3 普免

4 見ガス習圧被工 23-45 男 17.5-21.2 古島 2 普免

5 土 工 20-60 男 12.5-20 吉島 3 験で』者きt・L普，;1:守免王

6 査セ工ラミ・組y立7検工 52までレ 女 8.7-10.5 滑川市 10 

7 製造工 18-35 女 8.97 古 島 2 

8 縫製部員 18-39 女 8.375 経 団 8 経過験ぎ者てはも4可0 

9 機械 工 19-45 女 9.5-11 住 吉 2 

10 事 務 員 20-25 女 9-10 本 江 l 医出療来事れ務l=f'f、F氏免算

早急に人を求めていますグマ
場
所
・
新
金
屋
町

北
電
魚
津
営
業
所
前

・
新

宿

魚

津

電

報

電

話

局

前

・
港

町

魚

商

会

館

前

な
お
、

一
会
場
約
三
百
人
分
の
魚
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
売
り
切
れ
の

節
は
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

-
日
曜
営
業
給
油
所

27 20 13 6 11 月

(日日)
日 日

(日日) 月
(日) (日) 日

d晶- 魚
i魚章富山
魚 富 てノ ユ浜 広

給
山 j掌 津 山 『、、

工イトl目匝魚誇同指

悶

石 石 石 石 石 1由

t由
市 j由
油
illl ズ

illl 魚 所
色 農 魚 魚、 魚、ユ i東ヰ主 名
j掌 fあ 津 iヰ主 津

葉町双
釈 f主 キ目 τs 友 )11 本

所I在也迦堂
=口k 木 島 道 縁 江

く求職情報〉

重番量理号 希望職種 年齢 性別 希賃 望金 経 験等 学歴 資 絡 l

l 事 務 19 男 10高 工具の配達 高卒 業%引:品 l

2 総務経理 39 男 20 総務守1翠大卒 普免

3 運転手 30 男 18 運転手 2年 高卒 普免、 玉掛

4 運 転 手 27 男 15 生 コン号筆 高卒 大型免

5 旋 盤 工 60 男 14 iE線機守ぎ埋 高小卒
6 軽単労 46 女 8 糸加工7年 中卒

7 栄養士 22 女 9 栄養士 2年 短大卒 栄養士

8 単労工 41 女 8-9 事務 2年 高卒 普免

9 事 務 員 32 女 8-9 給油 12年 高卒 普免

10 事 務員 35 女 8-9 事務 4年 高卒 普免

緊急に職を探しています.グ

.0交通事
故
被
害
者

救
済
献
血
運
動
に

ご
協
力
を
。

最
近
、
交
通
事
故
の
激
増
に
伴
い
、

輸
血
用
血
液
が
極
端
に
不
足
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
主
体
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の
日
時
で
献

血
運
動
を
行
い
ま
す
。
被
害
者
救
済
の

た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

マ
日
時

日
月

9
日
附
午
前
日
時
か

ら
午
後
4
時
初
分
ま
で

魚
津
市
民
会
館
前

一
般
市
民
、
各
事
業
所
、
そ

の
他

・
主
催
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

マ
場
所

マ
対
象

-
後
援

プ魚
津
市
、
魚
津
警
察
署

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー

⑧
⑥
⑤
⑫
 

i 議室第
時4 

一 一

開設
※く わしいことは、魚津公共職業安定所

<ft 24 -0365 >へお問い合わせください。
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-
東
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

夜
間
開
放
休
止
に
つ
い
て

東
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
開

放
を
日
月
凶
日
開
よ
り
休
止
し
ま
す
。

※
魚
津
工
業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
日

月
比
日
間
よ
り
休
止
。

-
中
川
用
水
の
断
水
に
つ
い
て

市
街
地
を
流
れ
る
中
川
用
水
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
防
火
用
水
や
消
雪
用
水

と
し
て
、
市
民
生
活
の
安
全
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
六
郎
丸
地
内
で
改
修
工
事
が

行
な
わ
れ
叩
月
か
ら
日
月
ま
で
断

・
減

水
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
切
な
用
水
が
断

・
減

水
し
て
い
る
地
域
で
、
火
災
が
発
生
し

ま
す
と
、
大
火
に
な
る
お
そ
れ
が
多
分

に
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
暖
房
器
具

介紹族魚然
ぐ
ん
匂
ふ

@
 
命冷々魚
'-lま

な
ど
火
を
多
く
使
用
す
る
火
災
多
発
期

を
迎
え
る
の
で
、
な
お

一
層
、
火
災
予

防
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
ご
夫
婦
で
全
国
グ
リ
ー
ン

車
乗
り
放
題
き
っ
ぷ

魚
津
駅
で
は
、
全
国
で
大
好
評
の
「
フ

暖溜性の魚で富山遷、へは秋から冬にかけてときお

り迷い込む。体は鱗ガくっついてでき芝硬くて丈夫

な箱の中におさまり、その箱の中から口とひれを出

して涼ぐ。海水を口に含み、それを砂地に強く吹き

かけて砂中のゴ力イなどを掘り出して食べる。興奮

するとパフトキシンという毒渡を皮ふから出して外

敵を近づけない。しかし肉には毒はなく、体を守る

硬い稽も焼くと簡単にはがれ、自身の肉は意外とお

いしいという。

ル
ム
ー
ン
夫
婦
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」
を
発

売
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
き
っ
ぷ
」
は
、
ご
夫
婦
で
国
鉄

全
線
グ
リ
ー
ン
車
で
「
7
日
間
」
乗
り
放

題
と
大
変
便
利
で
、
お
二
人
合
せ
て
、

「
七
五
、
0
0
0円
」
と
格
安
料
金
で
す
。

(
グ
リ
ー
ン
料
金

・
特
急
券
も
含
む
)。

結
婚
-
記
念
日
・
永
年
勤
続

・
退
職
記

念
そ
し
て
ご
両
親
に
親
孝
行
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
ご
利
用
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
魚
津
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー

宮

@
1
4
5
6
0

-
保
育
園
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

球
根
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

魚
津
郵
便
局
で
は
、
叩
月

1
日
か
ら

白
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
「
豊
か
な
く
ら

し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯

金
月
間
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
事
の
一

環
と
し
て
、

m月
1
日
道
下
保
育
園
、

吉
島
保
育
園
の
園
児
に
対
し
「
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
て
」
と
明
る
い
社
会
を

/魚津善意銀行へのご寄付¥
〈敬称略〉

つ
く
る
願
い
を
こ
め
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
球
根
百
個
づ
つ
を
贈
っ
た
。

-
今
年
の
冬
も
暖
か
く

暖
房
器
を
囲
ん
で
一
家
だ
ん
ら
ん
の

機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

安
全
、
清
潔
で
使
い
や
す
い
電
気
暖

房
器
の
新
し
い
製
品
も
い
ろ
い
ろ
出
回

っ
て
お
り
ま
す
。

上
手
に
選
ん
で
快
適
な
冬
を
お
過
し

く
だ
さ
い
。

・
暖
房
器
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

-
お
使
い
に
な
ら
な
い
時
や
外
出
の
際

は
必
ず
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を

抜
い
て
く
だ
さ
い
。

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

日
月
は
、
加
積
(
吉
島
、
吉
島
一
、

二
丁
目
)
経
団
(
経
団
西
町
、
中
町
)

の
各
地
区
で
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支

部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。

合
@
5
3
4
0

国民健康保険税

第3期の納期限

は11月30日です。

納税措イド

石川順一本町二丁目 50，000円

西中同期会代表虎谷哲夫 7，350円

魚津銀金塗装工場 3，000円

川西 弘 880円

神保手芸センタ- 10，000円

高島栄子三ケ 20，000円

堀井きよ諏訪町 5，000円

川島 清相ノ木 50，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

匿名 13，548円

細田重正北鬼江 200，000円

岩崎 功新金屋二丁目 30，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

一円玉て・愛の手をユニー魚津庖 16，425円

川筋富士子 滑川市追分 1，500円

愛の募金箱ドライブイン与八 2，712円

窪田義久持光寺 20，000円

広世貞二有山 10，000円

魚津銀金塗装整備工場 3，000円

北島幸一港町 50，000円

永原きみ子 上村木一丁目 50，000円

八倉巻外治三ケ 50，000円

寺崎郁代上口一丁目 16，123円

大野昭二北鬼江一丁目 2，000円

小柳むら新宿 3，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の

都合で一部次の号以降になります。

(13) 
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昔
か
ら
角
川
尻
港
と
し
て
漁
船
の
船
出
リ
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
燈
ム
円
は
、

六
角
型
の
白
血
の
灯
明
ム
口
で
高
さ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
洋
風
引
の
ス
マ
ー
ト
な
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
4
年
に
、
魚
津
町
が
伏
木
港
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
貿
易
船
や
漁
船
を
見
守
り
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
後
、

魚
津
港
が
完
成
し
、
取
り
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
荘
は
、
魚
津
港
(
南
地
区
)

も
築
造
さ
れ
魚
川
尻
で
は
利
用
さ
れ
る
漁
船
は
な
く
な
っ
た
が
、
下
部
写
真
の
新
僑

は
臨
港
道
路
と
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
は
え
ら

い
な
あ
、
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
て
|。

あ
る
町
で
、
地
域
の
お
年

寄
り
が
、
そ
の
地
方
の
伝
統

的
な
織
物
を
実
演
し
て
み
せ

た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
が
思
わ
ず
も
ら

し
た
感
想
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
郷
土
の

歴
史
と
風
土
が
生
み
育
て
て
き
た
多
く

の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
郷

土
の
文
化
財
を
一
層
身
近
な
も
の
に
し
、

愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
試
み
が
、

最
近
各
地
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
中
学

生
た
ち
に
、
伝
統
工
芸
や
文
化
を
通
し

て
、
そ
の
土
地
に
伝
わ
る
生
活
様
式
や

生
活
の
知
恵
を
学
習
さ
せ
る
活
動
も
そ

の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
文
化
財
め
ぐ
り
や
そ

の
清
掃
な
ど
で
、
文
化
財
と
触
れ
あ
う

機
会
を
増
や
し
た
結
果
、
住
見
た
ち
の

理
解
や
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
実
例

も
各
地
に
み
ら
れ
ま
す
。

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
『
文

化
財
保
護
強
調
週
間
』
。
ま
ず
は
文
化
財

に
接
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
も
の
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
家
族
や
友
だ
ち

と
連
れ
立
っ
て
、
文
化
財
め
ぐ
り
な
ど

を
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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編集予

印刷/魚津印刷株式会社

圃盟理圏冨・
人(前月維と)

24，069 (-4) 

26， 126 (+ 21) 

50，195 (+ 17) 

13，372 

200.75旬n'

7.9km 

編集/企画広報室

(9月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


